
政
府
は

18
日
「
教
員
の
変
形

労
働
時
間
制
」
の
導
入
を
盛
り

込
ん
だ
法
改
正
案
を
閣
議
決
定

し
ま
し
た
。

政
府
案
の
問
題
点

①
学
期
中
の
労
働
時
間
が

さ
ら
に
長
く
な
る

「
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時

間
制
」
と
は
、
「
繁
忙
期
」
に

１
日
10
時
間
労
働
ま
で
可
能
と

し
、
「
閑
散
期
」
と
あ
わ
せ
平

均
で
１
日
当
た
り
８
時
間
に
収

め
る
制
度
で
す
。
し
か
し
、
学

期
中
を
「
繁
忙
期
」
に
す
る
こ

と
自
体
が
、
教
員
の
働
き
方
を

さ
ら
に
ひ
ど
く
し
ま
す
。
例
え

ば
現
在
の
退
勤
定
時
が
午
後
５

時
な
ら
、
そ
れ
が
６
時
、
７
時

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
午
後

５
時
終
了
を
め
ど
に
設
定
さ
れ

て
き
た
会
議
が
６
時
、
７
時
ま

で
可
能
と
な
り
、
教
員
は
そ
れ

か
ら
授
業
準
備
な
ど
を
行
う
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
育
児

や
介
護
と
の
両
立
も
困
難
に
な

り
、
今
で
も
少
な
い
生
活
時
間

が
さ
ら
に
削
ら
れ
ま
す
。

②
子
ど
も
と
学
校
の
実
態

に
あ
わ
な
い

学
校
は
、
子
ど
も
の
状
況
な

ど
で
臨
時
的
な
対
応
が
絶
え
ず

求
め
ら
れ
る
職
場
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
制
度
で
は
、
最
低
で

も
向
こ
う
30
日
間
の
日
々
の
労

働
時
間
を
、
そ
の
初
日
の
１
カ

月
も
前
に
決
め
、
途
中
で
の
変

更
が
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
勤
務
時

間
を
超
え
て
働
い
た
分
、
別
の

日
の
勤
務
時
間
を
減
ら
す
と
い

う
「
勤
務
の
割
り
振
り
変
更
」

も
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

③
こ
の
ま
ま
で
は
、
夏
休

み
も
休
め
な
い

ま
た
、
今
の
学
校
は
子
ど
も

の
夏
休
み
中
も
連
日
の
よ
う
に

業
務
が
あ
り
、
決
し
て
「
閑
散

期
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
員

が
き
ち
ん
と
休
め
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
行
政
研
修
、
部

活
動
の
各
種
大
会
な
ど
の
夏
の

業
務
を
大
幅
に
削
減
し
、
基
本

的
に
教
員
の
義
務
的
な
業
務
が

入
ら
な
い
、
学
校
閉
庁
日
等
の

休
暇
を
取
得
し
や
す
い
期
間
を

設
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

こ
れ
は
現
行
制
度
の
運
用
で
可

能
で
す
。
例
え
ば
岐
阜
市
は
、

行
政
研
修
の
削
減
な
ど
で
16
日

間
の
学
校
閉
庁
日
を
実
施
し
た

こ
と
に
よ
り
、
休
み
が
と
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
阪
府
は
導
入
す
る
な

「
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時

間
制
」
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

人
が
反
対
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
全
国
の
市
区
町
村
教
育
長

の
４
２
・
２
％
が
導
入
に
反
対

し
、
賛
成
は
１
３
・
６
％
と
少

数
で
す
。
（
「
日
本
教
育
新
聞
」

調
査
）
ま
ず
は
、
政
府
が
提
出

す
る
法
案
に
私
た
ち
教
職
員
自

身
が
反
対
の
声
を
あ
げ
ま
し
ょ

う
。仮

に
国
会
で
多
数
を
占
め
る

与
党
が
法
案
を
強
行
採
決
し
法

律
が
変
更
さ
れ
て
も
、
導
入
に

は
都
道
府
県
や
政
令
市
の
条
例

改
正
が
必
要
で
す
。
大
阪
府
が

条
例
を
変
え
な
い
決
断
を
行
う

こ
と
を
求
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

和
泉
・
高
石
・
忠
岡
の
各
市
町

教
育
委
員
会
か
ら
大
阪
府
教
育

庁
に
対
し
、
「
１
年
単
位
の
変

形
労
働
時
間
制
」
導
入
反
対
の

意
見
具
申
を
す
る
よ
う
に
求
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

政
府
が
な
す
べ
き
は

今
回
、
「
１
年
単
位
の
変
形

労
働
時
間
制
」
導
入
で
改
正
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
法
律
は
、

公
立
教
員
給
与
特
別
措
置
法

（
給
特
法
）
で
す
が
、
こ
の
法

律
こ
そ
「
残
業
代
ゼ
ロ
」
を
定

め
た
法
律
で
す
。
給
特
法
は
１

９
７
１
年
、
公
立
教
員
の
給
与

を
４
％
増
額
調
整
す
る
一
方
、

残
業
代
を
不
支
給
と
す
る
こ
と

を
眼
目
に
、
自
民
党
が
当
時
の

全
野
党
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

強
行
し
た
法
律
で
す
。

残
業
代
の
支
給
は
、
労
働
基

準
法
37
条
で
定
め
ら
れ
た
長
時

間
労
働
を
防
ぐ
重
要
な
制
度
で

す
。
そ
の
制
度
を
公
立
教
員
に

限
っ
て
適
用
除
外
と
し
た
こ
と

が
、
長
時
間
労
働
の
要
因
の
一

つ
と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
４
％
増
額
の
根
拠
は
当
時

の
平
均
残
業
時
間
（
週
１
時
間

14
分
）
で
し
た
が
、
現
在
の
残

業
時
間
は
そ
の
十
数
倍
に
達
す

る
な
ど
、
法
は
現
実
と
完
全
に

乖
離
し
て
い
ま
す
。

か

い

り長
時
間
労
働
解
決
の
た
め
に
、

政
府
が
最
優
先
で
取
り
組
む
べ

き
こ
と
は
、
労
働
基
準
法
37
条

の
適
用
除
外
の
規
定
や
残
業
代

不
支
給
の
規
定
を
削
除
し
、
公

立
教
員
に
残
業
代
を
支
給
す
る

抜
本
的
な
法
改
正
で
す
。

同
時
に
「
公
立
義
務
教
育
諸

学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員

定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
」

（
義
務
教
育
標
準
法
）
を
改
正

し
、
「
１
学
級
の
定
員

40
名
を

他
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
の
30

名
以
下
に
引
き
下
げ
る
こ
と
」

「
授
業
数
に
比
べ
あ
ま
り
に
少

な
い
教
員
定
数
を
増
や
す
こ
と
」

こ
そ
が
、
教
職
員
の
長
時
間
労

働
解
消
の
た
め
に
政
府
が
真
っ

先
に
行
う
べ
き
こ
と
で
す
。
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2019「先生のがっこう」
不登校・登校拒否からの回復と成長
11月9日(土)14:00～
和泉ｺﾐｾﾝ１階中集会室
山口妙子さん（おおさか教育相談所）

子どもと学校を追い詰める「新学習指導要領」は抜本的見直し。｢チャレンジテスト」は廃止。


